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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両端が支柱に支持された前後左右の桁フレームを備えるルーフフレームユニットと、両
端がスライド手段によって前記左右の桁フレームに沿って移動可能に支持された複数の日
除けフレーム及び当該日除けフレームの各間に張られたシート状部材を有する折り畳み式
の日除けシートと、前記日除けシートを開閉させる開閉操作手段を備えるパーゴラ式オー
ニングにおいて、
　前記支柱の四方の側面に、前記前後左右の桁フレームまたは連棟する際に追加用の桁フ
レームを連結可能な連結部が設けられ、
　また、前記複数の日除けフレームのうちの前記前の桁フレーム側の日除けフレームが前
方に引き出されることによって前記前の桁フレーム側の日除けフレームに続いて前記シー
ト状部材によって連結されている他の日除けフレームのそれぞれが順次引き出され、前記
日除けシートが前記ルーフフレームユニットに広げられた全開状態において前記複数のシ
ート状部材のそれぞれが平らに張られ、且つ、前記スライド手段の長さが左右で異なるこ
とによって前記シート状部材の左右の高さが変わり傾斜していることを特徴とするパーゴ
ラ式オーニング。
【請求項２】
　前記スライド手段は、前記左右の桁フレームに長手方向に沿って設けられたガイドと、
前記ガイドに案内されて移動し、前記日除けフレームの端部を支持するスライダを備える
ことを特徴とする請求項１記載のパーゴラ式オーニング。



(2) JP 6509144 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記左右の桁フレームには、前記ガイドが長手方向に沿って当該桁フレームの左右両側
に設けられていることを特徴とする請求項２記載のパーゴラ式オーニング。
【請求項４】
　前記開閉操作手段は、前記日除けシートに接続されたロープと、前記ロープを引き回し
て前記支柱の近傍で垂下させる引き回し手段を備えることを特徴とする請求項１記載のパ
ーゴラ式オーニング。
【請求項５】
　前記日除けフレーム及び前記シート状部材は、前記日除けフレームの両端のそれぞれに
取り付けられた吊り下げ具を介して前記左右の桁フレームから吊り下げられた状態で開閉
することを特徴とする請求項１記載のパーゴラ式オーニング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折り畳み式の日除けシートをルーフフレームユニットの桁フレームに沿って
開閉させるパーゴラ式オーニングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、矩形状のルーフフレームユニットに張った日除けシートをその長手方向にスライ
ドさせて開閉するパーゴラ式オーニングが知られている。このパーゴラ式オーニングを図
２４に示す。ルーフフレームユニット１０１は前後左右に桁フレーム１０２を備えており
、四隅が支柱１０３によって支持されている。
【０００３】
　左右の桁フレーム１０２の間には複数の吊りパイプ１０４が吊り下げられており、各吊
りパイプ１０４の間にはキャンバス１０５が張られている。即ち、複数枚の小さなキャン
バス１０５を吊りパイプ１０４で接続し、１枚の大きな日除けシートを構成している。各
吊りパイプ１０４のうち、後の桁フレーム１０２側の吊りパイプ（以下、固定の吊りパイ
プという）１０４は左右の桁フレーム１０２，１０２に固定されており、固定の吊りパイ
プ１０４以外の吊りパイプ１０４は図示しないスライダを介して左右の桁フレーム１０２
，１０２に移動可能になっている。そして、先頭（前の桁フレーム１０２側）の吊りパイ
プ１０４をロープ駆動手段によって前後に移動させることで、連結されている他の吊りパ
イプ１０４も移動し、日除けシートを全体として開閉することができる。
【０００４】
　このパーゴラ式オーニングは日除けシートが張られたルーフフレームユニット１０１を
４本の支柱１０３で支持する構成となっており、その設置面積（４本の支柱１０３で囲ま
れた面積）は予め定められている。そのため、設置面積を広げるためには、複数棟のパー
ゴラ式オーニングを単純に並べて設置している。例えば、設置面積を２倍に増やす場合に
は、２棟のパーゴラ式オーニングを並べて設置している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１９３３９号公報
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の発明は、両端が支柱に支持された前後左右の桁フレームを備えるルーフ
フレームユニットと、両端がスライド手段によって左右の桁フレームに沿って移動可能に
支持された複数の日除けフレーム及び当該日除けフレームの各間に張られたシート状部材
を有する折り畳み式の日除けシートと、日除けシートを開閉させる開閉操作手段とを備え
るパーゴラ式オーニングにおいて、支柱の四方の側面に、前後左右の桁フレームまたは連
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棟する際に追加用の桁フレームを連結可能な連結部が設けられ、また、複数の日除けフレ
ームのうちの前の桁フレーム側の日除けフレームが前方に引き出されることによって前の
桁フレーム側の日除けフレームに続いてシート状部材によって連結されている他の日除け
フレームのそれぞれが順次引き出され、日除けシートがルーフフレームユニットに広げら
れた全開状態において複数のシート状部材のそれぞれが平らに張られ、且つ、スライド手
段の長さが左右で異なることによってシート状部材の左右の高さが変わり傾斜している。
【０００７】
　また、請求項２記載のパーゴラ式オーニングは、スライド手段が、左右の桁フレームに
長手方向に沿って設けられたガイドと、ガイドに案内されて移動し、日除けフレームの端
部を支持するスライダを備えるものである。ここで、左右の桁フレームには、ガイドが長
手方向に沿って当該桁フレームの左右両側に設けられていることが好ましい。
【０００８】
　また、請求項４記載のパーゴラ式オーニングは、開閉操作手段が、日除けシートに接続
されたロープと、ロープを引き回して支柱の近傍で垂下させる引き回し手段を備えるもの
である。また、請求項５記載のパーゴラ式オーニングは、日除けフレーム及びシート状部
材は、日除けフレームの両端のそれぞれに取り付けられた吊り下げ具を介して左右の桁フ
レームから吊り下げられた状態で開閉するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１記載のパーゴラ式オーニングでは、日除けシートがルーフフレームユニットに
広げられた全開状態において複数のシート状部材を水平状態に張ることができる。
【００１０】
　請求項２記載のパーゴラ式オーニングでは、スライド手段を簡単で信頼性の高い構成に
することができる。また、日除けフレームをスムーズに移動させることができ、使い勝手
を向上させることができる。
　請求項３記載のパーゴラ式オーニングによれば、左右の桁フレームにおいては１つの桁
フレームにスライダを案内するガイドを左右両側にそれぞれ設けているので、左右方向に
連棟させる場合に、１つの桁フレームにて左と右のそれぞれにスライダ、ガイドをつける
ことで桁フレームの共用化を図ること、即ち１つの桁フレームのみで連棟が可能となる。
これによって、単純にパーゴラ式オーニングを並べて設置する場合に比べて、構成部品数
を減らことができる。
【００１１】
　請求項４記載のパーゴラ式オーニングでは、開閉操作手段を簡単で信頼性の高い構成に
することができる。また、ロープを操作するだけで日除けシートを開閉させることができ
るので、使い勝手を向上させることができる。請求項５記載のパーゴラ式オーニングでは
、左右の桁フレームから吊り下げられた状態で日除けフレーム及びシート状部材を開閉さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明のパーゴラ式オーニングの実施形態の一例を示し、全開状態の斜視図であ
る。
【図２】同パーゴラ式オーニングの全閉状態の斜視図である。
【図３】同パーゴラ式オーニングの全開状態の平面図である。
【図４】同パーゴラ式オーニングの全閉状態の平面図である。
【図５】連結部の位置における支柱の横断面図である。
【図６】連結部の位置における支柱と桁フレームの縦断面図である。
【図７】図３のVII－VII線に沿う断面図である。
【図８】図７のVIII－VIII線に沿う断面図である。
【図９】開閉操作手段の平面図である。
【図１０】開閉操作手段の正面図である。
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【図１１】開閉操作手段の第１のプーリを示す側面図である。
【図１２】開閉操作手段の第１のプーリを示す正面図である。
【図１３】開閉操作手段の第２及び第３のプーリを示す側面図である。
【図１４】開閉操作手段の第２及び第３のプーリを示す正面図である。
【図１５】開閉操作手段の第４及び第５のプーリを示す側面図である。
【図１６】開閉操作手段の第４及び第５のプーリを示す正面図である。
【図１７】開閉操作手段の第４及び第５のプーリを示し、（Ａ）は第５のプーリへのロー
プの巻き掛け方向を説明するための図、（Ｂ）は第４のプーリへのロープの巻き掛け方向
を説明するための図である。
【図１８】本発明のパーゴラ式オーニングの連棟状態を示し、（Ａ）は２棟の連棟状態を
示す平面図、（Ｂ）は４棟の連棟状態を示す平面図である。
【図１９】連棟状態での連結部の位置における支柱の横断面図である。
【図２０】基本分の日除けシートと追加分の日除けシートを連結する様子を示す図である
。
【図２１】日除けシートを傾斜させているパーゴラ式オーニングを示し、全開状態の斜視
図である。
【図２２】日除けシートを傾斜させているパーゴラ式オーニングを示し、全閉状態の斜視
図である。
【図２３】日除けフレームの変形例を示す縦断面図である。
【図２４】従来のパーゴラ式オーニングを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の構成を図面に示す形態に基づいて詳細に説明する。
【００１４】
　図１～図１７に、本発明のパーゴラ式オーニングの実施形態の一例を示す。パーゴラ式
オーニングは図１等に示す基本的形態での設置の他に、図１８に示す連棟させた形態とし
ても設置可能となっている。なお、本実施形態では日除けシートを開く方向を前方向、閉
じる方向を後方向とすると共に、前を向いた状態を基準に左右を定めて説明する。
【００１５】
　先ず最初に、連棟させていない基本的な形態について説明する。パーゴラ式オーニング
は、両端が支柱２に支持された前後左右の桁フレーム３を備えるルーフフレームユニット
１と、ルーフフレームユニット１に張られた折り畳み式の日除けシート４と、日除けシー
ト４を開閉させる開閉操作手段５とを備えている。
【００１６】
　ルーフフレームユニット１の四隅を支持する各支柱２には、桁フレーム３を連結する連
結部６の他に、基本形態では使用されない連結部６即ち追加用の桁フレーム３を連結可能
で且つ追加用の桁フレーム３を連結しない場合にはカバー７によって覆われる追加用の連
結部６が設けられている。本実施形態では、基本形態で使用される桁フレーム３と連棟形
態で追加される桁フレーム３とを同じものにしているので、基本形態で使用される連結部
６と使用されない連結部６とは同一の構造である。
【００１７】
　また、本実施形態のパーゴラ式オーニングは支柱２の上端にルーフフレームユニット１
を連結するので、各連結部６は支柱２の上端近傍に設けられている。本実施形態の支柱２
は横断面形状がほぼ正方形の角パイプで構成されており、四方のいずれにも桁フレーム３
を連結できるように四方の側面２ａに連結部６が設けられている。
【００１８】
　支柱２となる角パイプの横断面を図５に示す。角パイプの各側面２ａの幅方向中央位置
には長溝２ｂが、長溝２ｂの両側面には突起２ｃがそれぞれ設けられている。長溝２ｂ及
び一対の突起２ｃは角パイプの全長にわたり設けられている。このよう横断面形状の角パ
イプは例えば押し出し成型によって形成される。
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【００１９】
　連結部６は支柱２の側面２ａに設けられ、桁フレーム３の凸部９が挿入される凹部１０
と、凸部９を凹部１０に固定する固定手段１１と、カバー７を係止する係止部１２を備え
ている。本実施形態では、角パイプの長溝２ｂを連結部６の凹部１０として利用すると共
に、突起２ｃ，２ｃを係止部１２として利用している。また、桁フレーム３の端部内には
凸部９が固着されたブラケット１３が設けられており、凸部９を凹部１０に挿入して固定
手段１１としての例えばボルトによって固定されている。支柱２の端部内には、ねじ孔１
４ａが設けられたブラケット１４が設けられており、固定手段１１をブラケット１３の小
孔１３ａ，凸部９の小孔９ａ，支柱２の小孔２ｄに通してブラケット１４のねじ孔１４ａ
にねじ込むことで、凸部９を凹部１０に固定している。なお、固定手段１１はボルトに限
られない。また、固定手段１１として２本のボルトを使用しているが、使用する本数は２
本に限られない。さらに、固定手段１１としてボルトを上下方向に並べているが、並べる
方向は上下方向に限られない。
【００２０】
　桁フレーム３に設けられた凸部９は、例えば板材を折り曲げたもので、凹部１０に合わ
せて上下方向に細長く形成され、桁フレーム３の端から突出している。ただし、凸部９の
構成はこれに限られない。
【００２１】
　カバー７には２本の脚部７ａが設けられており、脚部７ａ，７ａを係止部１２，１２（
長溝２ｂの突起２ｃ，２ｃ）に引っ掛けることで、凹部１０を塞いだ状態で係止される。
本実施形態では、長溝２ｂを凹部１０として利用しているので、カバー７の長さを長溝２
ｂの長さに合わせて長溝２ｂ全長を塞ぐようにしているが、これに限られない。
【００２２】
　ルーフフレームユニット１は、前後左右の４本の桁フレーム３を備え、各桁フレーム３
の両端を支柱２に連結することで矩形状に組み付けられている。本実施形態では、各桁フ
レーム３として横断面形状が同じ棒状部材をその長さを前後のものと左右のものとで変え
て使用しており、使用する棒状部材の共通化が図られている。
【００２３】
　図７に、各桁フレーム３となる棒状部材の横断面を示す。棒状部材は、角パイプ部３ａ
とガイド部３ｂより構成され、角パイプ部３ａの下にガイド部３ｂが一体に形成されてい
る。ガイド部３ｂの垂下板３ｃの左右両側にはガイドレール１５が設けられており、使用
されないガイドレール１５にはカバー１６が嵌め込まれて隠されている。角パイプ部３ａ
及びガイド部３ｂは棒状部材の全長にわたり設けられている。このような横断面形状の角
パイプは例えば押し出し成型によって形成される。
【００２４】
　また、カバー１６には引掛部１６ａが設けられており、引掛部１６ａをガイドレール１
５に引っ掛けて上部１６ｂをねじ止めすることでガイド部３ｂに取り付けられる。引掛部
１６ａはカバー１６の全長にわたり設けられている。このような横断面形状のカバー１６
は、例えば押し出し成型によって形成される。
【００２５】
　左右の桁フレーム３の後部の間には天板カバー３９が架け渡されるように設けられてい
る。また、前の桁フレーム３の後面４５には庇状カバー４３が設けられている（図１１，
図１２）。さらに、左右の桁フレーム３の内側面４７には、ガイドレール１５を隠すカバ
ー４４が設けられている（図７）。
【００２６】
　日除けシート４は、両端がスライド手段１７によって左右の桁フレーム３に沿って移動
可能に支持された複数の日除けフレーム１８及び当該日除けフレーム１８の各間に張られ
たシート状部材１９を有している。
【００２７】
　日除けフレーム１８は真っ直ぐな棒状の部材で、本実施形態ではパイプを使用している
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。図８に、日除けフレーム１８の横断面を示す。日除けフレーム１８は角パイプ部１８ａ
とシート係止部１８ｂより構成され、角パイプ部１８ａの下にシート係止部１８ｂが一体
に形成されている。シート係止部１８ｂの底面には２本の長溝１８ｃが設けられている。
各長溝１８ｃの横断面形状は奥部分よりも開口部分が狭くなっている。角パイプ部１８ａ
及びシート係止部１８ｂは日除けフレーム１８の全長にわたり設けられている。このよう
な横断面形状の日除けフレーム１８は例えば押し出し成型によって形成される。日除けフ
レーム１８の両端開口は側板２０によって塞がれている（図７）。
【００２８】
　各日除けフレーム１８の間に張られるシート状部材１９としては、例えばキャンバス等
の使用が可能であるが、これに限られない。シート状部材１９の前後両端には心棒２１を
通すループ部１９ａが設けられており、心棒２１によって広げられたループ部１９ａを前
後の日除けフレーム１８，１８の各長溝１８ｃに端から挿入して開口部分より引き出すこ
とで、シート状部材１９の前後両端が前後の日除けフレーム１８，１８にそれぞれ連結さ
れる。即ち、前後の日除けフレーム１８がシート状部材１９によって連結される。
【００２９】
　各日除けフレーム１８の長さと各シート状部材１９の幅は、前後の桁フレーム３の長さ
とほぼ同じになっている。
【００３０】
　また、本実施形態では、各シート状部材１９の長さを同じに揃え、日除けシート４を開
いた時の各日除けフレーム１８の間隔を同じにしているが、必ずしも全てのシート状部材
１９の長さを揃えなくても良い。
【００３１】
　本実施形態では、日除けフレーム１８の底面１８ｄには日除けフレーム１８の長手方向
に沿って照明手段２２が設けられている。照明手段２２は例えば発光ダイオードであり、
日除けフレーム１８に埋め込まれている。ただし、照明手段２２は発光ダイオードに限ら
れず、日除けフレーム１８に取り付けることができるものであれば使用可能である。
【００３２】
　本実施形態では、照明手段２２として複数の発光ダイオードを棒状にユニット化したも
のを日除けフレーム１８の底面１８ｄに設けられた細長溝１８ｅに埋め込んでいる。細長
溝１８ｅは日除けフレーム１８の全長にわたり設けられている。発光ダイオードのユニッ
ト（以下、ＬＥＤユニット２２という）は複数の発光ダイオードを基板に並べて取り付け
チューブ内に収容したもので、可撓性の基板及びチューブが使用され、全体として曲げる
ことが可能になっている。チューブは発光ダイオードの光を分散させながら透過させる例
えばシリコーンゴム等により形成されている。各発光ダイオードは基板に下向きに取り付
けられており、ＬＥＤユニット２２を日除けフレーム１８の細長溝１８ｅに埋め込んだ状
態では下向きに光を照射する。各発光ダイオードの光はチューブを透過する際に分散され
るので、ＬＥＤユニット２２の底部全体が発光しているように見える。ＬＥＤユニット２
２の電源コード２２ａは日除けフレーム１８に設けられた孔１８ｆから引き出され、各日
除けフレーム１８のＬＥＤユニット２２について図３に示すように直列に接続されている
。各日除けフレーム１８のＬＥＤユニット２２を直列に接続する電源コード２２ａは、シ
ート状部材１９の上を引き回されている。両端のＬＥＤユニット２２の電源コード２２ａ
は図示しないスイッチを介して図示しないバッテリに接続されている。
【００３３】
　照明手段２２は主に日除けシート４を開いた状態で点灯されるが、閉じた状態で点灯さ
せても良い。
【００３４】
　日除けシート４は、全開状態でルーフフレームユニット１とほぼ同じ大きさになる。
【００３５】
　各日除けフレーム１８のうち、後の桁フレーム３側の日除けフレーム（以下、固定の日
除けフレームという）１８以外の日除けフレーム１８はスライド手段１７によって左右の
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桁フレーム３に沿って移動可能に支持されている。スライド手段１７は、左右の桁フレー
ム３に長手方向に沿って設けられたガイドと、ガイドに案内されて移動し、日除けフレー
ム１８の端部を支持するスライダ２４を備えている。本実施形態では、桁フレーム３のガ
イド部３ｂのガイドレール１５をガイドとしているが、これに限られない。
【００３６】
　スライダ２４は、ガイドとしてのガイドレール１５上を転動するローラ２５と、ローラ
２５が回転自在に取り付けられたハングステー２６と、ハングステー２６に日除けフレー
ム１８の端部を吊り下げる吊り下げ具２７より構成されている。本実施形態では２つのロ
ーラ２５を設けているが、これに限られない。吊り下げ具２７は左右一対の挟持片２７ａ
より構成され、下端の爪部２７ｂで日除けフレーム１８の角パイプ部１８ａを挟持した状
態で例えばボルト２８によって固定されている。各挟持片２７ａの上端はハングステー２
６に例えばボルト２９によって取り付けられている。各ローラ２５がガイドレール１５上
を転がることで、日除けフレーム１８をガイドレール１５即ち左右の桁フレーム３に沿っ
て移動させることができる。
【００３７】
　本実施形態では、日除けフレーム１８の両端を同一のスライダ２４によって支持してお
り、日除けフレーム１８は水平に吊り下げられている。
【００３８】
　また、先頭（前の桁フレーム３側）の日除けフレーム１８の両端を支持する左右のスラ
イダ２４にはブラケット３０が取り付けられている（図９，図１０）。左右のスライダ２
４のブラケット３０の間には牽引レール３１が架け渡されている。
【００３９】
　固定の日除けフレーム１８の両端は、係止手段３２によって左右の桁フレーム３の後端
近傍位置に固定されている（図１６）。係止手段３２は、左右の桁フレーム３に例えばね
じ止めされるハングステー３３と、ハングステー３３に日除けフレーム１８の端部を吊す
吊り下げ具２７より構成されている。本実施形態では、係止手段３２の吊り下げ具２７と
してスライダ２４の吊り下げ具２７と同じものを使用しているが、必ずしも同じものを使
用しなくても良い。係止手段３２は固定の日除けフレーム１８を左右の桁フレーム３に取
り付けるものであり、固定の日除けフレーム１８に連結されているシート状部材１９によ
って引っ張られても移動することがない。
【００４０】
　本実施形態では、固定の日除けフレーム１８の両端を同一の係止手段３２によって支持
しており、他の日除けフレーム１８と同様に、固定の日除けフレーム１８は水平に吊り下
げられている。
【００４１】
　図９～図１７に、本実施形態の開閉操作手段５を示す。開閉操作手段５は、日除けシー
ト４に接続されたロープ３５と、ロープ３５を引き回して支柱２の近傍で垂下させる引き
回し手段３６を備えている。本実施形態では、引き回し手段３６を、前の桁フレーム３に
設けた第１のプーリ３６ａと、後の桁フレーム３に設けた第２及び第３のプーリ３６ｂ，
３６ｃと、右の桁フレーム３に設けた第４及び第５のプーリ３６ｄ，３６ｅより構成し、
ロープ３５を右側の後の支柱２の近傍で垂下させるようにしている。
【００４２】
　第１のプーリ３６ａを図１１，図１２に示す。第１のプーリ３６ａは前の桁フレーム３
の後面４５の中央にその回転中心軸を左右方向に向けた状態で取り付けられている。第２
及び第３のプーリ３６ｂ，３６ｃを図１３，図１４に示す。第２及び第３のプーリ３６ｂ
，３６ｃは同軸上に設けられており、後の桁フレーム３の前面４６の中央にそれらの回転
中心軸を鉛直にした状態で取り付けられている。第４及び第５のプーリ３６ｄ，３６ｅを
図１５，図１６に示す。第４及び第５のプーリ３６ｄ，３６ｅは同軸上に設けられており
、右の桁フレーム３の内側面４７の後端近傍にそれらの回転中心軸を前後方向に向けた状
態で取り付けられている。
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【００４３】
　ロープ３５の一端は牽引レール３１の前面に設けられた前側接続具３７に接続され、第
１のプーリ３６ａ→第２のプーリ３６ｂ→第４のプーリ３６ｄへと引き回されて右後の支
柱２の近傍でループ状に垂れ下げられて垂下部３５ａを形成した後、第５のプーリ３６ｅ
→第３のプーリ３６ｃへと引き回されて他端が牽引レール３１の後面に設けられた後側接
続具３８に接続されている。したがって、第４のプーリ３６ｄと第５のプーリ３６ｅとの
間に設けられた垂下部３５ａの第４のプーリ３６ｄ側のロープ３５を降ろすように引き操
作すると、牽引レール３１が前方に引っ張られて移動すると共に、牽引レール３１の前方
への移動によって垂下部３５ａの第５のプーリ３６ｅ側のロープ３５が引っ張られて上昇
する。即ち、引き回されているロープ３５全体が循環するように回転する（以下、この方
向の回転を開方向の回転という）。一方、垂下部３５ａの第５のプーリ３６ｅ側のロープ
３５を降ろすように引き操作すると、牽引レール３１が後方に引っ張られて移動すると共
に、牽引レール３１の後方への移動によって垂下部３５ａの第４のプーリ３６ｄ側のロー
プ３５が引っ張られて上昇する。即ち、ロープ３５全体が循環するように回転する（以下
、この方向の回転を閉方向の回転という）。
【００４４】
　ロープ３５は、第４のプーリ３６ｄに対して第２のプーリ３６ｂ側から上からの巻き掛
けになっており（図１７(Ｂ)）、第５のプーリ３６ｅに対して第３のプーリ３６ｃ側から
下からの巻き掛けになっている（図１７(Ａ)）。したがって、第４のプーリ３６ｄと第５
のプーリ３６ｅの回転方向を揃えることができると共に、第４のプーリ３６ｄと第５のプ
ーリ３６ｅへのロープ３５の巻き掛けを第２のプーリ３６ｂと第３のプーリ３６ｃとの上
下位置関係に合わせることができてロープ３５の張りを単純化させることができる。
【００４５】
　なお、開閉操作手段５の左右の関係を逆にしてロープ３５の垂下部３５ａを左後の支柱
２の近傍に設けるようにしても良い。また、プーリを追加して右前の支柱２又は左前の支
柱２の近傍までロープ３５を取り回して垂下部３５ａを設けるようにしても良い。これら
の場合にもロープ３５の操作によって日除けシート４を開閉させることができる。
【００４６】
　図２に示す全閉状態の日除けシート４を開く場合には、垂下部３５ａの第４のプーリ３
６ｄ側を操作してロープ３５を開方向に回転させる。これにより、牽引レール３１が前方
に移動し、この牽引レール３１に連結されている先頭のスライダ２４も前方に移動して先
頭の日除けフレーム１８が前方に引き出される。牽引レール３１は左右の先頭のスライダ
２４を一緒に移動させるので、先頭の日除けフレーム１８を傾けずに引き出すことができ
る。
【００４７】
　両端がスライダ２４によって移動可能に支持されている各日除けフレーム１８はそれぞ
れシート状部材１９によって接続されているので、先頭の日除けフレーム１８に続いてそ
の他の各日除けフレーム１８が順次引き出され、日除けシート４が開かれる。一番後の日
除けフレーム（固定の日除けフレーム）１８は左右の桁フレーム３に固定されており移動
しないので、日除けシート４を大きく広げてルーフフレームユニット１に張ることができ
る（図１）。
【００４８】
　この日除けシート４の全開状態では、各シート状部材１９はほぼ水平状態に張られてい
る。そのため、各日除けフレーム１８の底面１８ｄに設けられている照明手段２２の明か
りが各シート状部材１９によって遮られてしまうのを防止することができる。ここで、シ
ート状部材１９を「ほぼ水平状態に張る」とは、シート状部材１９を弛み無く水平になる
ようにピンと張る場合を含むのは勿論のこと、日除けシート４の下にいる使用者に対して
照明手段２２の明かりを遮らない程度であれば弛んでいる場合も含まれる。即ち、日除け
シート４の全開状態では、日除けシート４の下にいる使用者に対して照明手段２２の明か
りを遮らない程度にシート状部材１９が張られていれば良い。
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【００４９】
　また、図１に示す全開状態の日除けシート４を閉じる場合には、垂下部３５ａの第５の
プーリ３６ｅ側を操作してロープ３５を閉方向に回転させる。これにより、牽引レール３
１が後方に移動し、牽引レール３１に連結されている先頭のスライダ２４も後方に移動し
、先頭の日除けフレーム１８が後方に引き戻される。牽引レール３１は左右の先頭のスラ
イダ２４を一緒に移動させるので、先頭の日除けフレーム１８を傾けずに引き戻すことが
できる。
【００５０】
　先頭の日除けフレーム１８が引き戻されることで、その他の日除けフレーム１８が先頭
の日除けフレーム１８によって順次押し戻される。この時、各日除けフレーム１８の間の
シート状部材１９は折り畳まれる。これにより、日除けシート４が閉じられる。日除けシ
ート４は天板カバー３９の下に寄せられるようにして閉じられる。
【００５１】
　このように、ロープ３５の垂下部３５ａを操作するだけで、日除けシート４を簡単に開
閉させることができる。また、日除けシート４をスライダ２４によって支持しているので
、開閉させるための操作力を小さくすることができる。さらに、不使用時には日除けシー
ト４を天板カバー３９の下に寄せているので、太陽光や雨等による劣化を防止することが
できると共に、埃等による汚れ防止を図ることができる。
【００５２】
　次に、パーゴラ式オーニングを連棟させる場合について説明する。ここでは、図１８（
Ａ）に示すように、上述の基本形態のパーゴラ式オーニングの右側に追加分のパーゴラ式
オーニングを連棟させる場合を例に説明するが、左側又は左右両側に連棟させても良く、
前側又は後側に連棟させても良く、さらには前後両側に連棟させても良い。また、斜め向
かいに連棟させても良い。また、連棟させたパーゴラ式オーニングに更に連棟させても良
い。なお、左、前、斜め向かいに連棟させた例を図１８（Ｂ）に示す。
【００５３】
　パーゴラ式オーニングを連棟させる場合には、追加用の桁フレーム３（以下、基本形態
の桁フレーム３と特に区別する場合には符号３Ａを付す）と、追加用の桁フレーム３Ａの
延長側端３ｄを支持する追加用の支柱２（以下、基本形態の支柱２と特に区別する場合に
は符号２Ａを付す）と、追加用の日除けシート４（以下、基本形態の日除けシート４と特
に区別する場合には符号４Ａを付す）を更に備えている。本実施形態では、基本分のパー
ゴラ式オーニングの右側に別の１棟のパーゴラ式オーニングを連棟させるので、基本形態
の右側前後の支柱２と基本形態の右の桁フレーム３を共有し、新たに２本の支柱（追加分
の右側前後の支柱になるもの）２Ａと３本の桁フレーム（追加分の前後の桁フレームにな
るもの、及び、追加分の右の桁フレームになるもの）３Ａを追加する。したがって、追加
分のルーフフレームユニット１（以下、基本形態のルーフフレームユニット１と特に区別
する場合には符号１Ａと付す）は共有の左の桁フレーム（基本分では右の桁フレーム３）
３Ａと追加分の右の桁フレーム３Ａと追加分の前後の桁フレーム３Ａとによって構成され
る。なお、上述の支柱２Ａ，桁フレーム３Ａ，日除けシート４Ａの他の部材についても、
以下同様に、基本形態のものと特に区別する場合には符号の最後にＡを付けて説明する。
【００５４】
　新たに追加される支柱２Ａとしては上述の基本形態の支柱２と同じものが使用され、新
たに追加される桁フレーム３Ａとしては上述の基本形態の桁フレーム３と同じものが使用
されるので、これらについての説明を省略する。
【００５５】
　なお、追加用の支柱２Ａにも四方に向けて連結部６が設けられており、不使用の連結部
６は更に別のパーゴラ式オーニングを連棟させる場合に使用される連結部６となっている
。即ち、上述の基本分の支柱２と同様に、追加用の支柱２Ａには、更なる追加用の桁フレ
ーム３Ａを連結可能で且つ更なる追加用の桁フレーム３Ａを連結しない場合にはカバー７
によって覆われる連結部６が設けられている。
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【００５６】
　図１９に示すように、共有となる基本分の右前の支柱２には、基本分の前及び右の桁フ
レーム３，３の他に、追加分の前の桁フレーム３Ａが連結される。また、共有となる基本
分の右後の支柱２には、基本分の後及び右の桁フレーム３，３の他に、追加分の後の桁フ
レーム３Ａが連結される。
【００５７】
　また、新たに追加される日除けシート４Ａとしては上述の基本形態の日除けシート４と
同じものが使用され、追加の日除けシート４Ａを支持するスライド手段１７Ａ（図２０）
も基本形態のスライド手段１７と同じものが使用されるので、これらについての説明を省
略する。
【００５８】
　本実施形態では、日除けシート４の開閉と追加用の日除けシート４Ａの開閉を連動させ
る連結手段４０を備えている。本実施形態では連結手段４０として、基本形態のパーゴラ
式オーニングの先頭のスライダ２４と追加分のパーゴラ式オーニングの先頭のスライダ２
４Ａを連結するブラケットを設けている（図２０）が、これに限られない。連結手段４０
は共有する桁フレーム３の下方で対向するスライダ２４，２４Ａを連結している。２つの
パーゴラ式オーニングのスライダ２４，２４Ａを連結することで、両者の日除けシート４
，４Ａを１つの開閉操作手段５によって同時に開閉操作することができる。即ち、基本分
のパーゴラ式オーニングの開閉操作手段５を追加分のパーゴラ式オーニングとで共有して
おり、構成部品数の増加を抑えている。
【００５９】
　ただし、追加分のパーゴラ式オーニングについても開閉操作手段５Ａを設けても良い。
この場合、連結手段４０を設けなければ、基本分のパーゴラ式オーニングの日除けシート
４と追加分のパーゴラ式オーニングの日除けシート４Ａをそれぞれ別々に開閉させること
ができる。また、連結手段４０を設けていれば、いずれの開閉操作手段５，５Ａを操作し
ても両方の日除けシート４，４Ａを開閉させることができ、２箇所から操作可能となる。
【００６０】
　パーゴラ式オーニングを連棟させることで、単純に並べて設置する場合に比べて、構成
部品数を大幅に減らすことができるので、製造コストを下げることができる。また、構成
部品の共通化を図ることができるので、各構成部品の製造数を増やすことができ、量産効
果によって更に製造コストを下げることができる。
【００６１】
　なお、図２０では、追加分の日除けシート４Ａを後述するように傾斜させているが、傾
斜させなくても良い。また、追加分の日除けシート４Ａを傾斜させる代わりに、基本分の
日除けシート４を傾斜させても良い。さらに、基本分の日除けシート４と追加分の日除け
シート４Ａの両方を傾斜させるようにしても良い。
【００６２】
　なお、上述の形態は本発明の好適な形態の一例ではあるがこれに限定されるものではな
く本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々変形実施可能である。
【００６３】
　例えば、上述の説明では、日除けシート４の左右の高さを揃えていたが、日除けシート
４の左右の高さを変えて傾斜させるようにしても良い。例えば、左右のスライド手段１７
のスライダ２４及び係止手段３２の長さを変えることで日除けシート４を左右に傾斜させ
ることができる。例えば、日除けシート４の左側を低くする場合には、左側のスライド手
段１７のスライダ２４の吊り下げ具２７と左側の係止手段３２の吊り下げ具２７を長くし
、各日除けフレーム１８の左端の支持位置を下げることで日除けシート４を傾斜させるこ
とができる。ただし、日除けシート４を左右に傾斜させる手段としてはこれには限られな
い。
【００６４】
　また、日除けシート４を左右に傾斜させた場合には、低くなる側に雨樋４１を設けるこ
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とが好ましい。例えば、日除けシート４の左側を低くした場合には、左側の前後の支柱２
の間に雨樋４１を設ける。雨樋４１は前後に傾斜しており、低い方の支柱２には縦樋４２
が設けられている。日除けシート４から流れ落ちて雨樋４１で受け止められた雨水は縦樋
４２を通じて地面に導かれる。
【００６５】
　また、日除けシート４から流れ落ちた雨水を雨樋４１に導く雨樋カバーを設けても良い
。雨樋カバーによって日除けシート４から流れ落ちる雨水を雨樋４１に導くことで、雨水
をより確実に雨樋４１に集めることができる。
【００６６】
　また、日除けシート４を前後に傾斜させても良い。即ち、前後の支柱２間で連結部６の
高さを変えて左右の桁フレーム３を前後に傾斜させることで、日除けシート４を前後に傾
斜させることができる。例えば、パーゴラ式オーニングの設置場所が傾斜している場合に
地面の傾斜に合わせて日除けシート４を傾斜させることができる。
【００６７】
　また、上述の説明では、日除けフレーム１８をスライド手段１７によって左右の桁フレ
ーム３の下に吊り下げるようにしていたが、吊り下げなくても良い。例えば、左右の桁フ
レーム３と同じ高さの位置、左右の桁フレーム３よりも高い位置で日除けフレーム１８を
支持するようにしても良い。日除けフレーム１８の支持位置を高くすることで、日除けシ
ート４の高さを高くすることができる。
【００６８】
　また、上述の説明では、ロープ３５を手動操作するようにしていたが、例えば電動モー
タ等のアクチュエータを設けてロープ３５を電動操作しても良い。
【００６９】
　また、上述の説明では、凹部１０を支柱２に設けると共に、凸部９を桁フレーム３に設
けていたが、逆に、凹部１０を桁フレーム３に設けると共に、凸部９を支柱２に設けても
良い。即ち、上述の説明では凹部１０を連結部６の構成要素としていたが、凹部１０に代
えて凸部９を連結部６の構成要素としても良い。この場合にも凸部９を凹部１０に嵌め込
んで固定手段１１で固定することで、支柱２の連結部６に桁フレーム３を連結することが
できる。
【００７０】
　さらに、上述の説明では、日除けフレーム１８に照明装置を設けていたが、照明装置を
設けなくても良い。この場合の日除けフレーム１８の横断面を図２３に示す。照明手段２
２を設けるための細長溝１８ｅが設けられていないので、その分だけ日除けフレーム１８
を細くすることができると共に、軽量化することができる。
【符号の説明】
【００７１】
　１　ルーフフレームユニット
　２　支柱
　３　桁フレーム
　３ｄ　追加用の桁フレームの延長側端
　４　日除けシート
　５　開閉操作手段
　６　連結部
　９　連結部の凸部
　７　カバー
　１０　連結部の凹部
　１１　固定手段
　１２　係止部
　１５　ガイド（ガイドレール）
　１７　スライド手段
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　１８　日除けフレーム
　１８ｄ　日除けフレーム１８の底面
　１９　シート状部材
　２２　照明手段
　２４　スライダ
　３５　ロープ
　３６　引き回し手段
　４０　連結手段

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(14) JP 6509144 B2 2019.5.8

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(15) JP 6509144 B2 2019.5.8
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【図１５】 【図１６】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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【図２３】
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【図２４】
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